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導入事例

導入背景 選定ポイント 効果

従来は経費精算システムと周辺システ
ムを、個別にプログラミングしたシステ
ムで連携

エラー発生時には、経理担当者の作業
が停滞し、トラブル対応にあたる情報シス
テム部門の担当者の作業負荷も増大。さ
らに、連携結果の目視チェックも発生し
ていた

経 費精算システムを楽 楽 精算にリプ
レースするにあたり、安定的にデータ
連携が行える仕組みを整備することが
重要なテーマとなっていた

楽楽精算を提供するラクス社から、楽
楽精算とのAPI連携で豊富な実績をも
つ製品として推薦された

多様なシステム間の連携実績が豊富
で、今回の連携処理に限らず、今後の
システム展開のなかで発生する、あら
ゆる連携のニーズにも汎用的に応えて
いける

グラフィカルな画面上で、必要なパー
ツをドラッグ＆ドロップで配置していく
という直感的な操作で、連携処理を容
易に開発可能

データ連携処理が常時安定的に稼働。
トラブルによる経理部の業務停滞や、
情報システム部門による対処の必要性
なども皆無となり、人的負荷の削減、生
産性の向上を実現

支払マスター、従業員マスター、仕訳データ
という�つのデータ連携にかかわる仕組み
をスピーディーに開発。�カ月弱という短期
プロジェクトを当初の予定通り完了

楽楽精算からSAPへの仕訳データの連携に
は、複雑な条件分岐による処理が必要だっ
たが、多様なロジックも柔軟に実装できた

楽楽精算,SAP,統合人事システム 利用シーン クラウド連携
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楽楽精算と周辺システムの安定的なデータ連携で生産性が大幅向上
SAPなど複数システムと連携し、経理業務の人的負担、遅延を解消
朝日航洋株式会社は、「空にさきがけ 未来をひらく」を理念に、救急医療を支えるドクターヘリやプライベートジェットの運航など、ヘリコプター、ビジネス
ジェットを軸とする「航空事業」、および国土保全や社会インフラ維持など幅広い分野に貢献する、国内屈指の計測技術を駆使した「空間情報事業」を
�本柱にビジネスを展開。同社ではかねてより経費精算システムと、基幹系会計システムおよび人事システムとの間で支払マスター、従業員マスター、
仕訳データの連携をAPI経由で行う仕組みを開発、運用してきた。しかし、実行時エラーなどの問題がたびたび発生し、経理業務に遅延や、リカバリーに
かかる多大な手間が課題に。そこで、電子帳簿保存法への対応などを目的に、既存の経費精算システムを楽楽精算へとリプレースするタイミングで、
「ASTERIA Warp Core」を導入。結果、周辺システムとの安定的なデータ連携処理を実現し、課題をトータルに解消することを可能にした。

会 社 概 要： 地理空間情報と空のモビリティを駆使し、社会に役立つ
サービスを提供している

朝日航洋株式会社　白井　様

ASTERIA Warp Coreを活用したデータ連携の適用領域
は、導入時の期待どおり、経理部を超えて営業部門にもす
でに拡大。新たに導入した楽楽販売と、基幹側の入金処理
システムの間のデータ連携の仕組みを、ASTERIA Warp 
Coreの活用により構築し、現在、本番稼働に向けて準備中
です。さらに、情 報システム部 門では、A S T ER I A Wa r p 
Coreにかかわるスキルの習得に向けた動きも出てきてお
り、今後は稼働中の連携フローについてのちょっとした改
修を自社で対応していきたいと考えています。

現在本番稼働に向け準備中
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仕訳データ

売上請求データ

SAPで処理可能な
フォーマットに

変換・加工


